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２０１６．６．２６下富 

    

オオバノトンボソウの花が咲きました。 

    

        

 

 

【今月のお知らせ】 

 
   

北杜市のあおぞら共和国の森の整備方針を豊島さんにまとめていただきました。 

子供たちが楽しめる森になるといいですね。 

 

いよいよ梅雨明けとなりそうです。 

暑い日が続きますが、頑張りましょう！ 

                        

 



【今月の活動報告】 

 

７月３日（日） １０：００ ～                        下富第２フィールド 

 

参加者   ／ 神座、渡部、吉田ひ、吉田あ、飯塚、坂本（敬称略） 

活動担当者／ 緑川 

 
 7 月、8 月の活動は暑さと虫との戦いです。いろいろなグッズをそろえてみましたが、

今回は Sさんの顔を覆うネットは素晴らしく「カヤリ」を懐かしく感じました。 

 

この時期絶対に忘れてはならない必需品「蚊取り線香」をなんとすっかり忘れてしまい

帰ろうかとさえ思いました。幸いなことに A さんにスプレイをお借りして、とりあえず

作業に取り掛かれました。下刈機は快適なエンジン音をあげ、みるみる雑木林はきれいに

なりました。 

 

今日は無風状態でしたので、お昼の休憩が待ち遠しく特に今日はデザートがあるという

事でわくわくしました。A さんの大事な「梅ジュース」、Ｚさんの差し入れ「めろん」は

本当に疲れを忘れさせてくれました。 

 

Ａさん宅のお昼を紹介すると「冷めん」で、たれは「すりごま、みそ、さとう」薬味は

「さらし玉ねぎ、みょうが、きゅうり」大葉もいいそうです。これはするするとお腹には

いり、この時期おにぎりよりも雑木林の作業にぴったりでした。 

 

10月の環境フェアでは今までの通りクラフト作りをすることになりました。 

 

午後の作業は熱中症などに考慮して早めに切り上げました。辛い作業も美味しいものに

は脳もお腹も癒されますね。 

 

 
 

                                 （担当 緑川） 



７月９日（土）～１０日（日）  夏季観察会                 山梨県北杜市 

 

参加者   ／ 豊島、土金、渡部、吉田あ、瀬畑（敬称略） 

一般参加者／ 畑 

活動担当者／ 吉田ひ、坂本 

 

 

夏の観察会は 1日目の午前中は雨模様でしたが、午後から持ち直し、２日目は快晴とな

りました。 

 

北斗市オオムラサキセンターに到着すると、室内のジオラマや映像、膨大な標本に圧倒

されます。が、オオムラサキセンターといえば、何といっても生態観察施設です。鉄骨ネ

ット張りの施設の中にエノキ等の植物が育てられており、その中で暮らすオオムラサキを

見ることができます。この時期、オオムラサキの成虫はもう羽化して沢山いるのですが、

「雨の日は、葉っぱの裏でじっとして動かないんです～。」と解説のお姉さん。それでも

休んだり餌を吸ったりする成虫を探します。見つけてしばらく観察していると、パタパタ

と羽ばたき、宝石のように美しい羽根を見せてくれました。羽化したばかりの成虫もいて、

羽根を伸ばして乾かして、その間にストローのような口を伸び縮みさせて、と忙しそうで

した。雨でも元気な幼虫も見つけることができました。その後、オオムラサキ自然公園の

中を散策しました。 

 

 
羽化したばかりのオオムラサキ 

 
オオムラサキの幼虫 

 
オオムラサキの成虫（メス） 

 
湿地の植物を観察中 

 

 

夕方には超高濃度の温泉を楽しみ、夜は酒蔵「七賢」のお酒と料理を満喫しました。 

 

今回の宿泊先は、「あおぞら共和国」のロッジです。 

夕食後、運営委員の畑さんからあおぞら共和国についての説明会がありました。ここは、

難病や障害のある子供たちと家族が、いつでも好きな時に訪れて自然を楽しめる場所とし

て生まれました。広い敷地内にはロッジが次々と建てられていて、中は快適そのものです。  



入浴棟やそのほかにも新しく建設予定の施設があり、まさに建国真最中です。じつは今回

の観察会では、あおぞら共和国に隣接する森を見学し、整備について一緒に考えることが

大きな目的です。 

 

２日目の午前中に森を歩き、車いすで訪れた子供たちやその家族が楽しむ様子をイメー

ジし、整備の方針等をまとめました。 

森はアカマツ、コナラ、クヌギといった高木に落葉樹の中低木が混ざる構成となってい

ました。中でもカエデ類が多く、ウリハダカエデ、ウリカエデ、イタヤカエデ、カジカエ

デ、ミツデカエデ、ハウチワカエデ、エンコウカエデ、オオモミジ、イロハカエデなど多

様なカエデ類が生育していました。秋にはきれいな紅黄葉をみせてくれることでしょう。

草本は、ヒヨドリバナ、ヤマホタルブクロ、イチヤクソウなどが開花していました。 

枯損木や倒木の処理をし、散策路を整備すれば、五感を使った自然との交流が実現でき

そうです。 

 

お昼に、八ヶ岳を望む「ビューファーム鳥原平名水そば」で絶景とお蕎麦を頂いて解散

となりました。 

 

 

                                 （担当 坂本） 

 

 

 

８月７日（日） １０：００～                         下富第２フィールド 

 

集合は第１フィールドです。第２フィールドの下刈りを行います。 

 

 

 
あおぞら共和国 

 
森へ。「けっこう色々生えてるぞ～」 

 
「これは残しておきたいね」 

 
ヤマホタルブクロ 

【次回の活動予定】  



参加希望者はメンバーメールにてお知らせください。 

【お知らせ/募集】 

 

参加者募集のお知らせ 
 

森づくり集団「栞
しほり

」は、毎月第１週日曜日に所沢下富のくぬぎ山で里山の手入れ

を行っています。 

会員のほとんどが森林インストラクターの資格を取得し、初めての方には危険防止

のための注意事項、作業方法を丁寧にご指導いたします。 

私たちは１０年以上にわたり目的に応じた森の手入れをして、経過を観察し、新し

い発見、新しい取り組みを楽しんでいます。 

また、植物の観察会、子供のための観察会、森の手入れ研修会などを企画しており

ますので、興味のある方はぜひご参加下さい。     

 

連絡先は下記事務局まで 

 

【編集後記】 

                              

 

    
 

 

     近くの畑でフヨウの仲間を見かけました。 

   

                                土金 

 

                       

森づくり集団「栞
しほり

」事務局 

アドレス     info@mori-shiori.sakura.ne.jp  

ホームページ http://mori-shiori.a.la9.jp/ 

事務局 緑川睦子 

 

http://mori-shiori.a.la9.jp/

